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総務・産業建設常任委員会（平成29年５月11日） 

 

◎委員長（宮川 隆君） おはようございます。 

 ただいまから総務・産業建設常任委員会を開催いたします。 

 本日は、臨時議会の最終日であります。この後の日程もタイトであります

ので、この委員会において慎重かつスピーディーな審査をしていただきたい

と思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 当委員会に付託されております案件は、請願１件であります。 

 審査に入る前に、当局から御挨拶をいただきたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

◎総務部長（山田日出雄君） 今、配られた資料を一生懸命読みます。済み

ません。今回、請願という付託ということで、また我々のほうもこれを機に

勉強したいと思います。どうぞよろしくお願いします。 

◎委員長（宮川 隆君） それでは審査に入ります。 

 請願者より意見陳述がされたいとの申し出がありましたので、これを認め

ます。 

 意見陳述をお願いいたします。 

◎陳述人（宮岸理恵君） おはようございます。きょうはどうぞよろしくお

願いいたします。 

 私もまだまだの不勉強者ですので、いろいろ御質問されても全て答え切れ

るわけはないのですけれども、どうぞお手やわらかによろしくお願いいたし

ます。 

 今回、請願を出させていただきましたのは、岐阜県土岐市にあります核融

合科学研究所において、ことしの３月７日より９年間にわたる重水素ガスを

用いたプラズマ実験というものが開始されています。今もつまり続いている

んですけれども、その際にそこからトリチウムという物質と中性子が発生す

るんですが、中性子も怖いんですけれども、トリチウムが今、私としてはト

リチウムも中性子も怖いんですけれども、施設の実験自体もとても怖いんで

すけれども、何よりもその実験が行われているということが、この岩倉市を

初め、ほとんどの近隣の諸都市に連絡が行っていない状況にあるようなんで

すね。ということは、もし万が一、きのうも地震がありました。震度２でし

たけれども、震源地は岐阜ですし、請願書にも書かせていただいたんですけ

れども、今後、東南海地震、大きな南海トラフの地震が起きると言われてい

ますし、岩倉も年に１回は防災のマップみたいなのとかを広報いわくらなど

で一緒に送ってくださったりしているみたいに、やっぱり市を挙げて心配し
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ていることだと思うんですね。そんな大きな地震が来るかもしれない状況に

あるにもかかわらず、岐阜県でそんな核の実験が行われているのに、近隣諸

都市に何の連絡も行っていない。すごくそれって、本当に隠し事をしている

んじゃないかと主婦としては思ってしまっています。 

 それをどうしたら何かあったときに、一般の私たちに知らせてもらえるの

か悩んだ結果、こういう請願書を出すことなんじゃないかと思ったので、提

出いたしました。 

◎委員長（宮川 隆君） よろしいですか。 

◎陳述人（宮岸理恵君） はい。 

◎委員長（宮川 隆君） それでは、紹介議員の追加説明がございましたら、

ありましたら。 

 いいですか。 

◎委員（堀  巌君） 請願のほうに書いてありましたように、請願のとこ

ろの国内だと六ヶ所村であったり、いろんな研究自体が出ていると思います。 

 これについては、参考資料ということでいろんな病状ですね、白血病であ

るとか、悪性リンパ腫であるとか、いろんなことが各地で起きている、各国

で起きているというのが、それが事実であります。 

 それが本当に放射性物質に特定されるかどうかという、そういう検証はま

だ完全にはできてないにしろ、やはり放射能という太陽から来る人工的なそ

ういう放射能、それから鉱石から出る自然の放射能以外の人間がつくり出す

放射能が体にいいわけはないので、それについて小柴昌俊、ノーベル賞を受

賞された学者さんも無駄な研究ではないかという指摘もされているところで

ありまして、まだまだ勉強していかなければならないものでありますけれど

も、やはり市民レベルで考えると、まずは知らされていない。さっき陳述人

が言われましたように、それが一番大きな原因でありますし、防災マニュア

ルにもそのことについて多分、記述されていない市町が実際ほとんどであろ

うというふうに思いますので、今後も注視していって、議会としてもちゃん

と注視していかなければならない事項だと思います。以上です。 

◎委員長（宮川 隆君） 他にはございませんね。 

◎委員（木村冬樹君） 私も不勉強というところでいえば、これが本当に科

学的にどうなのかというところは答える立場にありませんが、請願事項にあ

りますように、安全かどうかということを研究所に求めること、あるいは万

が一、実際に福島第一原発の事故があったわけで、事故がないといっても必

ず起こる可能性があるということで、そういう中での受ける影響ということ

を明らかにしてほしいという非常に理性的な請願事項であるというふうに思
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っていますので、そういった立場で私は紹介議員にならせていただいて、事

実がどれだけ明らかになるかわかりませんけど、求めていくということは必

要ではないかなというふうに思っております。以上です。 

◎委員長（宮川 隆君） では、紹介議員の補足説明が終わりました。 

 では、質疑に入ります。 

 質疑ございますか。 

◎委員（大野慎治君） 施設のあります岐阜県、また施設のある土岐市、多

治見市、瑞浪市では防災計画がまだ策定されていない状態だと思いますが、

その状態は認知されているんでしょうか。紹介議員か請願者かどちらかお答

えしてください。 

◎委員長（宮川 隆君） 知っている範囲内で構いませんので。 

◎陳述人（宮岸理恵君） 済みません、正確には私もよくわかっていないと

ころなんですけれども、ただ市民団体が、こちらの請願書にも書いておいた

んですけれども、これは本当に16人の委員の人たちが安全と言ったけど、そ

の中のほとんどが、言い方は悪いですけれども、核融合施設の関係者の人た

ちが出した、つまり不公平なんじゃないですか、この内容はみたいなところ

で、市のほう側は、確かにこれは正確ではない不公平な形でのスタートなん

ですけれども、でもスタートしてしまっていますということは表には出して

はいるようなんですが、広く市民には、近隣の市民たちにはこういう実験を

しますよと言っているみたいなんですけれども、全市民に行き渡っているわ

けではないようだということまでしか、ちょっと済みません、わかっていな

くて、申しわけないです。 

◎委員長（宮川 隆君） 担当市町においての防災マニュアルの設置の有無

ということに関しては、把握されていないということ。 

◎陳述人（宮岸理恵君） されていないと思います。 

◎委員長（宮川 隆君） ですね。わかりました。 

◎委員（相原俊一君） 済みません、こういうことについては全然、勉強不

足だったんですけれども、まず１点お伺いしたいのは、この請願の提出先と

いうのは岩倉市でよろしいですか。 

◎陳述人（宮岸理恵君） そうですね。何ができるのかと思ったときに、一

番元となるのは今自分が住んでいる市の協力を得ることだと思ったので、市

議の皆様のお力をかりることしか思い浮かばなかったので、出させていただ

きました。 

◎委員（大野慎治君） 危機管理課の皆さんに、岩倉市の防災計画の中で、

独自色で作成、県の防災計画にのっとって多分作成されていると思うんです
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が、独自色で防災計画があるものはあるんでしょうか。岩倉市独自で記載し

てあるものはあるのか、ないのか。 

 全体の中で、原子力も含めて全体の中で独自なものはあるのか。 

◎危機管理課主幹（秋田伸裕君） 基本的には愛知県の防災計画に沿ってつ

くっておるんですけれども、例えば市の体制、非常配備の体制だとか、そう

いったところはそれぞれの市によって違いますので、そういったところは独

自という形になります。 

◎委員（大野慎治君） 請願者の方に御提案というか、岐阜県も愛知県もま

だこの施設に対する防災計画がまだ策定されていないんですね。特に施設の

ある岐阜県がまだ動かれていないというのは、ちょっとあれですが、例えば

愛知県や岐阜県に対して防災計画の作成を求めてくださいというお考えはな

いんでしょうか。 

 そういった趣旨の請願に変えることは、岩倉市独自ということが今ないと

いう、僕も知っておりましたが、ないということなんで、県や岐阜県に対し

て防災計画、防災マニュアルの作成を求めるというお考えはないでしょうか。 

◎陳述人（宮岸理恵君） それは、市が求めていくということではなくて、

私が求めていくということですか。 

◎委員（大野慎治君） 請願項目の中で、そういった考えはあるか、ないか

です。 

 岩倉市独自というのはなかなか難しいと思うんです。 

◎陳述人（宮岸理恵君） それでもいいです。いいと思います。 

 要は、守ってもらえるのかというところとか、そもそもその核融合施設が

大丈夫なのかというところをどうしたら答えていけるのかの協力をいただき

たいと思って、まずはこちらに出しているので。 

◎委員（相原俊一君） ちょっと失礼な質問なんですけれども、宮岸さんで

したか、例えば３人とか５人とか、ある程度の理解者の方がいらっしゃって

この運動を始めたわけですか。 

◎陳述人（宮岸理恵君） そうですね、私一人じゃないです。 

◎委員（相原俊一君） じゃないですね。 

◎陳述人（宮岸理恵君） 各愛知県の市でも動いている人たちがいますし、

名古屋市長のところにも話は。動いているみたい。 

 乗りおくれないようにという気持ちもあるかなと。 

◎委員（相原俊一君） そういう方たち、宮岸さんが岩倉としていろんな市

町からそういう声が上がってきているわけですね。 

◎陳述人（宮岸理恵君） そうですね。はい。 
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◎委員（相原俊一君） ということになると、そういう方たちと広域でとい

うお考えもできるわけですよね。 

◎陳述人（宮岸理恵君） 広域でと。 

◎委員（相原俊一君） 例えば尾張、この近隣の町の人たちと協力してとか。 

◎陳述人（宮岸理恵君） そういうのがもっと表だって……。 

◎委員長（宮川 隆君） 暫時休憩いたします。 

（休  憩） 

◎委員長（宮川 隆君） では、休憩を閉じ再開いたします。 

◎副委員長（鈴木麻住君） 紹介議員の方にちょっとお聞きしたいんですけ

れども、請願事項１も２もそうなんですけれども、この実験が確実に安全で

あることという証明を求めて、それがその証明が出てきてそれを判断する基

準は我々にはないんですけれども、それを求めてどうするのかなと。 

 それと、今の巨大地震だとかミサイル攻撃だとかいうことも書いてあるん

ですよね。防災マニュアルってどうやってつくるんだろうという、要するに

トリチウムがどれだけ危険かとかその辺が全然理解できていないところで、

こういう請願を例えば受け付けて、求めて、それを判断できる基準がないと

ころで、今後どういうふうにそれを処理するというか、出してもらいました

けれども、それじゃあどうするのという、安全ですという基準を我々が何も

持っていないところで判断することができるんだろうかという。 

 だから、もっと土岐とか可児とか瑞浪で説明されているような資料を下さ

いとか、それを我々がどういうふうに読み解くか、その上で、また次のステ

ップとかというのはあるでしょうけど、いきなりこういう請願を出すという

ことがどうなのかなあと思うんですけれども、その辺はどういうふうに紹介

議員として。 

◎委員長（宮川 隆君） 僕でもいい。 

 請願人が求めているのは、子どもを持つ親としての安心感を求めていると

いうふうに思ってるんです。 

 ですから当然、我々でも専門家ではありませんので、請願を出されるお母

様という立場から考えたら、その専門性を求めるというのはちょっと無理が

あるのかなというふうに思います。 

 とは言うものの、岩倉の議会として市民からの要望をどのようにしんしゃ

くして、担当部署に伝えていくのかというのが我々の本来の仕事であるわけ

ですので、我々の中でできる範囲内のことを勉強すべきは勉強して、その範

囲内で陳述人が求めている請願者が求めている内容に沿う形で、情報開示な

り安全性のどこまでが安全なのか、自然にある放射性物質と人工的な物質の
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量の違いによる安全性の確保だとか、そういうところは考えていかなければ

いけないのかなというふうに思うんですけれども。 

◎委員（堀  巌君） 原発でもそうなんですけど、原発の再稼働でも近い

距離の自治体の同意しかとっていなくて、ほかの自治体からクレームが出た

りしていますよね。原発問題も核融合で発電しようとするこの研究も多分一

緒のことで、多分今危機管理課のほうの意識として、市全体の意識として、

この核融合の実験所について危険であるとか安全であるとか、根本的なこと

も含めて全然意識にない状態だと思うんです。 

 だけど、さっき宮川委員長が言われたように、市民の方の結構勉強されて

いる方については不安なわけで、実際この請願に書いてあるようにかなり高

い率でいろんな病状が出ているというのが、さっき僕が説明しましたけれど

も、そういったことに関して市としてそれをほかっておいていいのか。近隣

自治体は協定書を結んでいるんですね。協定書を結んでいるけど、それは近

隣だけなんですよ。元多治見市長である西寺さんにも聞いたんですけれども、

そのとき西寺さんは中性子が出ることをちょっと軽視していたというふうに

おっしゃっていました。 

 今後、西寺先生、今多治見にいらっしゃるんですけれども、多治見でもそ

ういった勉強会をしてこの問題を追及していきたいというふうな発言もあり

ましたけれども、そういったことで何キロ圏内がどうなのかといったときに、

やはり原発でもそうだったように、高々40キロぐらいしか離れていない岩倉

市に影響が全くないとは言えないわけで、想造力の欠如というか、福島原発

を忘れてはならないという意識を岩倉市も持つべきだし、近くにそういった

実験所があってということも、もっともっと身近に感じないといけないこと

のきっかけとして請願の紹介議員として私がなったということで、御理解い

ただきたいというふうに思います。 

◎委員（大野慎治君） それでは、核融合科学研究所は見学ができるそうで

すが、見学はもう行かれているんでしょうか。 

◎委員（堀  巌君） まだ行ってないです。 

◎委員（大野慎治君） そうしますと、影響の可能性のある自治体の子ども

を含む全ての市民に対して、この実験が確実に安全であることの証明を当研

究所に求めてくださいということなんで、全ての市と言われると、これは岩

倉市だけの請願なんで、まずこれは岩倉市に求めるのか、先ほど鈴木副委員

長もおっしゃいましたが、その資料が完全なものをいただいても判断できな

いということに最後は至るんです。多分しっかりとした資料を請求すればい

ただけると思います。そういった部分ではどのようにお考えなのかというの
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が……。 

◎委員（木村冬樹君） 答えになるかちょっとわからないですけれども、ま

ず一つは当研究所に安全である証明を求めるということでいえば、この請願

趣旨にもありますように、安全という第三者委員会、構成員のうちの半数が

核融合研究所の協力者ということでありますが、そこが出したものが出てく

るだろうというふうに思いますので、それだけのことじゃないかなと思いま

す。 

 ただ、一つはそういう実験が行われることが、周辺だけじゃなくて影響が

及ぶ範囲の自治体には通知がされるなり、そういうことは絶対に必要だとい

うふうに思うんですよね。ですから、そういう意識を研究所だとか、自治体

だとかに持たせるということは一つ重要なことじゃないかなというふうに思

っているもんだから、これは岩倉市議会に出された請願ですけど、先ほどの

同じようにつながった人たちの運動がある中で、多くの自治体の中でそうい

う例えば安全だというものを求めるということでも動きがあるということは、

一つは慎重に対応しなきゃいけないということを知らしめることにもなるん

じゃないかなという思いがあります。ですので、そういう認識を、放射能が

出るような実験については、やはりもっともっと慎重であるべきだし、もっ

ともっと周辺の自治体に知らせるということが、そういう認識を持たせると

いうことが、一つこの請願の中でできるんではないかなというふうに思って

います。 

 やっぱり、いろんなことを考えますけど、福島第一原発の事故は地震によ

って起こされたわけで、原因はわかりませんよ。地震なのか津波なのかとい

うのはまだ全然検証されていませんのであれですけど、そういうことが想定

せずにいろいろ実験がされるということも、やっぱり慎重であるべきだとい

うふうに思っていますので、そういう意識を持たせるということもこの請願

の重みというか、意義としてあるんではないかなというふうに思っています

ので、結果的には何か成果が得られるものではないかもしれませんけど、や

はり岩倉市から研究所にこの資料を求めるだとか、影響がどうあるかという

ことを求めるという行為があることが、それが広がっていく中で、こういう

実験に対してもう少し、その周辺に住んでいる住民に対して責任を負うもん

だということを研究者側にも認識させる、そういうことが大事なのかなとい

うふうな思いで受けとめています。 

◎副委員長（鈴木麻住君） 趣旨は非常によく理解できるんですね。だけど、

請願として１項目、２項目と上がっていますけれども、この趣旨を請願とし

て出してきたときに、その答えをきちっと求めていかなきゃいけないし、成
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果も出していかなきゃいけないということになると思うんですよね。だから、

そういう意見書とかいろんな形はあると思うんですけれども、何で請願なん

だろうと。 

 それと、例えば２番の岩倉市に対して防災マニュアルを整備してください

というのは、岩倉市がやるのか、研究所が出してくれと言っているのか、そ

れはちょっと趣旨がよくわからない。岩倉市としてそれができるのかどうか。

市に求めているのであれば、市ができるのであればいいですけど、できない

ものを請願として出せるのかということがちょっと気になるので、この趣旨

はわかるんですけれども、請願としてこれを出していく内容として、もうち

ょっと精査するべきじゃないかなと思うんですけれども、その辺はどうでし

ょうか。 

◎委員（大野慎治君） 関連して愛知県や岐阜県に対して防災マニュアルの

作成の意見書を提出してくださいだったらまだ、請願者にも述べましたけど、

そういった形でも請願者はいいとおっしゃられましたよね。そういった形で

も結構ですという。そういった形の中で、まだまだ正直言って紹介議員の方

も施設見学も行かれてない、我々は２週間後に行く予定をしておりますが、

急遽、志政クラブの３人は行くことに決めましたが、そういった部分で、ま

だまだ我々勉強不足のところがあって、意見書のほうも内容を変更してもい

いという御意見も賜っていますので、また先ほど相原委員もおっしゃいまし

たが、他市町とも一緒の連携した形での請願という形というのも場合によっ

ては意見書を出す場合は必要だと思いますので、ここはこの請願は大変申し

わけないですが、我々議員のほうも施設見学やさらなる勉強が必要だと思い

ますので、継続審議にするべきであると思いますが、いかがでしょうか。 

◎委員（堀  巌君） ちょっと１点だけ、その前に確認していいでしょう

か。 

 当局にお伺いしますけど、例えば原発だとヨウ素の配備だとかそういった

ことがありますよね。この場合、トリチウムや中性子が放出された場合に、

さっき鈴木委員が言われたように、市としてできることがあるのかないのか、

そこら辺は考察をしたことがあるのかないのかというところで。 

◎危機管理課長（隅田昌輝君） 結論から言いますと、全くわかりません。 

 こういう状況で、重水素が放射性物質を含んでいて、それがこういった計

画で実験を行われているということ自体知らなかったものですから、想定が

できないものに対して、対策もできませんので、私どもとしては、今の段階

では対策をするような、防災マニュアルをつくるだとか、そういった想定は

できない状況だと思っています。 
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◎委員（堀  巌君） となると、やはり今後、さっき大野委員も言われた

ように議員側も当局側も勉強が必要だということになりますので、きょうこ

の時点で採択をするしないというのは、ちょっと時間的に無理なのかなとい

うふうには個人的には思います。 

◎委員（木村冬樹君） そうですね、大野委員が言われたように、どういう

方法が公正な方法なのかということをやっぱり研究しなきゃいけないという

ふうに私も思います。 

 だから、岩倉市でできること、できないことがありますし、また県レベル

でやったほうが効果的なこともあるというふうに思いますので、そういった

点でもう少し研究する時間を置くということは必要かなというふうに思って

います。 

◎委員長（宮川 隆君） 他にございますか。ないですか。 

 それでは、ただいま大野委員のほうから……。 

◎委員（大野慎治君） ３人じゃないんですか。 

◎委員長（宮川 隆君） いやいや、提案は。 

◎委員（大野慎治君） 済みません。 

◎委員長（宮川 隆君） 大野委員のほうから継続審査に付してもう少し委

員会として研究すべきという御提案がありました。 

 その提案に対して賛成の委員の挙手を求めたいと思います。 

〔賛成者挙手〕 

◎委員長（宮川 隆君） 挙手全員であります。 

 よって、この請願第４号「土岐市核融合科学研究所における重水素実験に

関する請願」に関しては継続審査にしたいと思います。 

◎委員（大野慎治君） 委員長、済みません。５月１日でしたか、２日でし

たか、総務・産業建設の協議会のほうで提案というものが、最後のまとめが

ここの委員会のときにまとめて最後提出するということになっていましたの

で、きょうたまたま委員会が開催されましたので、まとめますということで

……。 

◎委員長（宮川 隆君） 暫時休憩します。 

（休  憩） 

◎委員長（宮川 隆君） 休憩を閉じ再開いたします。 

 先日行われました総務・産業建設常任委員会協議会の中で話し合われまし

た内容につきましては、正副委員長のほうで一旦取りまとめて、きょうの日

付をもって次の委員会メンバーのほうに送りたいと思いますが、御異議ござ

いませんでしょうか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎委員長（宮川 隆君） 御異議なしということですので、そのように議長

に提出させていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 なお、本委員会におきましての議事録に関しては、正副委員長のほうに一

任いただきたいと思います。あわせまして、冒頭で伝えるべきだったんです

けれども、請願者のほうから個人情報の保護に関する内容の申し出がありま

したので、その旨も考慮して委員会の議事録のほうを作成していきたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

 請願人の方に、追って文書で通知はさせていただくんですけれども、内容

が広範囲でありますし、専門性を有する部分もありますので、もう少し委員

会として研究させていただきたいと、その時間をいとまをいただきたいとい

うことですので、継続の審査にかけて、各委員のほうでも研究していくと。

それから当局のほうにも考えていただく時間をとっていただくという方向で

進めていくことになりましたので、一応御報告させていただきます。 

◎陳述人（宮岸理恵君） どうぞ皆様よろしくお願いいたします。 

 ありがとうございます。 

◎委員長（宮川 隆君） それでは、以上で総務・産業建設常任委員会を閉

会いたします。 

 御苦労さまでした。 




